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二
一

一
　
は
じ
め
に

　

近
世
初
頭
、
京
都
嵯
峨
の
地
で
角
倉
素
庵
の
主
導
で
開
版
さ
れ
た
一
群
の
美
装
本

を
嵯
峨
本
と
呼
ぶ
。
川
瀬
一
馬
氏
は
、
嵯
峨
本
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

　

・
光
悦
が
自
ら
版
下
を
書
き
、
其
の
装
瀇
に
美
術
的
の
意
匠
を
施
し
た
も
の

　

・
光
悦
の
書
風
・
装
瀇
等
の
影
響
を
頗
る
豊
富
に
具
備
す
る
刻
書

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
国
書
刊
本
を
あ
げ
て
い
る（

（
（

。

　
　

�

伊
勢
物
語
（
十
種
（、
伊
勢
物
語
聞
書
（
肖
聞
抄
（（
二
種
（、
源
氏
小
鏡
（
一

種
（、
方
丈
記
（
二
種
（、
撰
集
抄
（
一
種
（、
徒
然
草
（
五
種
（、
観
世
流
謡
本

（
九
種
（、
久
世
舞
三
十
曲
本
（
一
種
（、
久
世
舞
三
十
六
曲
本
（
一
種
（、
＊
新
古
今

和
歌
集
月
詠
歌
巻
（
一
種
（、
百
人
一
首
（
二
種
（、
＊
三
十
六
歌
仙
（
二
種
（、

＊
二
十
四
孝
（
一
種
（　　
＊
を
付
し
た
も
の
は
整
版

　

近
年
の
研
究
で
は
、
嵯
峨
本
へ
の
光
悦
の
関
与
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
定

義
に
光
悦
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
の
問
題
は
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
川
瀬
氏
の
定
義
が

書
風
と
装
訂
に
重
き
を
置
い
て
い
る
点
に
は
注
意
を
払
い
た
い
。
あ
く
ま
で
も
そ
れ

は
書
物
の
形
態
上
の
特
徴
に
も
と
づ
く
定
義
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
素
庵
の
出
版
活

動
全
体
を
と
ら
え
る
に
は
、
右
の
諸
書
に
加
え
、
こ
れ
と
関
連
深
い
刊
本
群
を
も
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
素
庵
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
古
活
字
第
一
種
本
（
嵯
峨

本
（『
史
記
』
の
表
紙
裏
張
に
も
用
い
ら
れ
た
慶
長
古
活
字
中
本
謡
本
や
舞
の
本

「
八
島
」「
満
仲
」「
伏
見
常
盤
」、
活
字
書
体
が
個
性
的
で
素
庵
の
筆
跡
を
思
わ
せ
る

下
村
本
『
平
家
物
語
』、
そ
し
て
、
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
に
先
行
し
て
素
庵
が
刊
行

し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
十
行
古
活
字
本
『
方
丈
記（

（
（

』
な
ど
の
存
在
は
忘
れ
る
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
。
こ
れ
ら
は
美
術
的
な
装
訂
こ
そ
も
た
な
い
が
、
い
ず
れ
も
嵯
峨
本
と

同
じ
工
房
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
強
く
推
測
さ
れ
る
古
活
字
版
で
あ
る
。

　

嵯
峨
本
の
諸
書
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
僅
か
に
『
伊
勢

物
語
』
が
慶
長
十
三
・
十
四
・
十
五
年
（
一
六
〇
八
・
〇
九
・
一
〇
（、『
伊
勢
物
語

聞
書
』
が
慶
長
十
四
年
の
刊
語
を
も
つ
ほ
か
、「
観
世
流
謡
本
」
が
慶
長
十
年
（
一

六
〇
五
（
ま
で
溯
れ
る
こ
と
を
表
章
氏
が
指
摘
し（

（
（

、『
方
丈
記
』
が
巻
末
の
識
語
よ
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二
二

文
学
部
紀
要　

第
八
十
二
号

り
慶
長
十
五
年
七
月
以
前
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
恐
ら

く
、
嵯
峨
本
の
刊
行
は
慶
長
十
年
代
前
半
に
集
中
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

筆
者
は
『
史
記
』
の
書
誌
的
考
察
を
進
め
る
過
程
で
、『
徒
然
草
』
の
ほ
か
、
慶
長

古
活
字
中
本
謡
本
と
舞
の
本
が
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
（
十
一
月
以
前
の
刊
行
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た（

5
（

。
こ
れ
ら
に
加
え
、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
と
十
行
本
『
方
丈

記
』
も
、
嵯
峨
本
に
先
だ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
、
嵯
峨
本
前
史
を
形
成
す
る
書
物
群
で

あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
素
庵
の
出
版
活
動
を
論
じ
る
場
合
、
こ
れ
ら
前
史

に
あ
た
る
諸
書
を
も
顧
慮
し
な
が
ら
、
調
査
・
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
嵯
峨
に
お
け
る
出
版
活
動
の
全
体
像
が
見
え
て
く
る
か
ら
だ
。

　

本
稿
で
は
、
嵯
峨
本
と
そ
の
前
史
を
形
成
す
る
諸
書
の
な
か
に
、
共
通
す
る
レ
イ

ア
ウ
ト
意
識
を
も
っ
た
一
群
の
書
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

書
の
緊
密
な
関
係
性
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

二
　
組
版
に
お
け
る
「「
行
」
意
識
」
の
存
在

　

は
じ
め
に
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
第
一
丁
オ
を
図
１
と
し
て
掲
げ
る
。
こ
こ
で
注
目

し
た
い
の
は
行
末
か
ら
行
頭
へ
本
文
が
移
行
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
翻
字
す
れ

ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
（
第
一
行
／
第
二
行
（　　

︙
︙
し
か
も
／
本
の
︙
︙

　
　
（
第
二
行
／
第
三
行
（　　

︙
︙
う
か
ふ
／
う
た
か
た
は
︙
︙

　
　
（
第
三
行
／
第
四
行
（　　
　

︙
︙
久
敷
／
と
ま
る
︙
︙

　
　
（
第
四
行
／
第
五
行
（　　
　

︙
︙
人
と
／
住
家
と
︙
︙

　
　
（
第
五
行
／
第
六
行
（　　

︙
︙
玉
敷
の
／
都
の
︙
︙

　
　
（
第
六
行
／
第
七
行
（　

︙
︙
い
ら
か
を
／
あ
ら
そ
へ
る
︙
︙

　
　
（
第
七
行
／
第
八
行
（　　

︙
︙
住
居
は
／
代
々
を
︙
︙

　
　
（
第
八
行
／
第
九
行
（　　
　

︙
︙
是
を
／
誠
か
と
︙
︙

　
　
（
第
九
行
（　　
　
　
　
　
　

︙
︙
家
は
」

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
語
が
行
を
跨
ぐ
こ
と
が
な
い
。
し
か
も
、
こ
こ
で

は
今
日
い
う
文
節
が
行
を
跨
ぐ
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
の
丁
で
は
、
自
立
語

と
付
属
語
の
間
、
複
合
動
詞
の
形
態
素
間
な
ど
で
行
を
跨
ぐ
箇
所
が
僅
か
な
数
だ
け

例
外
的
に
あ
る
の
だ
が
、
全
体
に
文
節
単
位
を
意
識
し
た
、
注
意
深
い
割
り
付
け
が

行
わ
れ
て
い
る
。

図 1　嵯峨本『方丈記』1オ（国文学研究資料館蔵）
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同
様
に
、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
第
一
種
本
第
一
丁
オ
に
つ
い
て
も
確
認
し
よ
う

（
図
２
（。

　
　
（
第
一
行
／
第
二
行
（　　
　

︙
︙
す
ゝ
り
に
／
む
か
ひ
て
︙
︙

　
　
（
第
二
行
／
第
三
行
（　　
　
　

︙
︙
こ
と
を
／
そ
こ
は
か
と
︙
︙

　
　
（
第
三
行
／
第
四
行
（　

︙
︙
あ
や
し
う
こ
そ
／
物
く
る
お
し
け
れ
︙
︙

　
　
（
第
四
行
／
第
五
行
（　　
　

︙
︙
生
れ
て
は
／
ね
か
は
し
か
る
へ
き
︙
︙

　
　
（
第
五
行
／
第
六
行
（　　

︙
︙
お
ほ
か
め
れ
／
み
か
と
の
︙
︙

　
　
（
第
六
行
／
第
七
行
（　　
　
　

︙
︙
園
生
の
／
す
ゑ
葉
ま
て

　
　
（
第
七
行
／
第
八
行
（　

︙
︙
や
ん
こ
と
な
き
／
一
の
人
の
︙
︙

　
　
（
第
八
行
／
第
九
行
（　　
　

︙
︙
た
ゝ
人
も
／
と
ね
り
な
と
︙
︙

　
　
（
第
九
行
／
第
十
行
（　　
　
　
　

︙
︙
み
ゆ
／
そ
の
子
︙
︙

　
　
（
第
十
行
（　　
　
　

︙
︙
は
ふ
れ
に
た
れ
と
」

　

こ
こ
で
も
文
節
が
行
を
跨
ぐ
こ
と
が
な
い
。
以
下
の
丁
で
も
や
む
な
く
自
立
語
と

付
属
語
の
間
、
複
合
語
の
形
態
素
間
で
改
行
す
る
箇
所
も
僅
か
に
は
あ
る
の
だ
が
、

全
体
に
文
節
を
単
位
に
行
末
を
収
め
る
傾
向
が
極
め
て
強
い
と
見
う
け
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
川
瀬
一
馬
氏
は
嵯
峨
本
の
『
徒
然
草
』
を
五
種
に
分
か
ち
、
雲
母
刷

文
様
の
料
紙
を
も
つ
本
を
第
一
種
本
・
第
二
種
本
に
分
類
し
た（

6
（

。
だ
が
、
両
者
は
上

巻
の
第
一
丁
の
み
別
版
で
、
第
二
丁
以
降
同
版
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

7
（

。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
事
情
は
、
第
二
種
本
の
第
一
丁
の
各
行
行
末
を
見
て
み

れ
ば
わ
か
る
（
図
３
（。
第
三
行
か
ら
第
四
行
に
か
け
て
が
「
あ
や
し
う
／
こ
そ
」、

第
四
行
か
ら
第
五
行
に
か
け
て
が
「
生
ま
れ
／
て
は
」、
第
五
行
か
ら
第
六
行
に
か

図 2　嵯峨本第一種本『徒然草』（公益財団法人東洋文庫蔵）図 3　嵯峨本第二種本『徒然草』（国立公文書館内閣文庫蔵）



二
四

文
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部
紀
要
　
第
八
十
二
号

け
て
が
「
お
ほ
か
／
め
れ
」
と
、
三
行
つ
づ
け
て
文
節
が
行
を
跨
い
で
い
る
。
こ
の

状
態
を
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
、
第
一
種
本
の
ご
と
く
版
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
の

だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
上
巻
第
一
丁
の
み
版
を
異
に
す
る
本
が
残
っ
た
の
だ
。
今

日
、
第
二
種
本
は
第
一
種
本
と
同
種
と
さ
れ
て
欠
番
扱
い
だ
が（

（
（

、
実
際
に
は
「
第
二

種
本
」
の
第
一
丁
オ
は
、
第
一
種
本
の
も
の
に
先
行
す
る
の
で
あ
る
。

　

各
行
の
行
末
を
一
定
の
言
語
単
位
で
収
め
、
そ
れ
が
行
を
跨
が
な
い
よ
う
に
配
慮

す
る
。
こ
れ
は
今
野
真
二
氏
の
い
う
「「
行
」
意
識
」
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い（

（
（

。

こ
う
し
た
意
識
を
も
っ
て
活
字
の
割
り
付
け
を
行
っ
た
古
活
字
本
に
、
嵯
峨
本
で
は

『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』「
観
世
流
謡
本
」
が
、
嵯
峨
本
以
外
で
は
十
行
本
『
方
丈
記
』、

下
村
本
『
平
家
物
語
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
写
本
で
も
刊
本
で
も
、
一
定
の

言
語
単
位
を
行
内
に
収
め
る
配
慮
は
、
必
ず
し
も
厳
密
に
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
無
論
、
伸
縮
自
在
な
仮
名
文
字
の
特
性
を
生
か
し
、
余
白
の
大
き
さ
に
応

じ
て
一
定
の
言
語
単
位
を
行
末
に
詰
め
こ
む
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
一
方
で
単
語
の
途

中
や
自
立
語
と
付
属
語
の
間
で
行
を
跨
ぐ
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

特
に
写
本
の
場
合
、
書
写
の
一
回
性
を
考
え
れ
ば
そ
う
な
る
の
は
自
然
で
、
逆
に
言

語
単
位
が
行
を
跨
が
な
い
よ
う
に
本
文
を
書
写
す
る
こ
と
は
、
下
書
き
を
作
成
し
な

い
か
ぎ
り
、
書
写
者
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
た
は
ず
だ
。
そ
の
点
、
刊
本
の
場

合
、
版
を
作
る
段
階
で
割
り
付
け
を
自
在
に
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か

ら
、
思
い
ど
お
り
の
版
面
を
比
較
的
容
易
に
表
出
で
き
る
余
地
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
、
慶
長
四
年
跋
刊
『
延
寿
撮
要
』、
同
『
無
言
抄
』、
嵯
峨
本
・

伝
嵯
峨
本
に
先
行
す
る
『
徒
然
草
』『
源
氏
物
語
』、
慶
長
古
活
字
中
本
謡
本
、
舞
の

本
、
慶
長
九
年
刊
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』、
慶
長
十
一
年
刊
『
吾
妻
鏡
』、
慶
長
十
四

年
刊
『
太
平
記
』
な
ど
、
こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
（『
寿
命

院
抄
』
と
『
吾
妻
鏡
』
は
そ
の
一
部
に
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
部
分
を
も
つ
（
の
古

活
字
版
の
殆
ど
で
、
こ
う
し
た
配
慮
は
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
古
活
字
版

で
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
語
単
位
が
行
を
跨
が
ず
組
版
す
る
こ
と
に
、
相
応
の

負
荷
が
か
か
っ
た
か
ら
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
特
に
古
活
字
版
の
場
合
、
一
行
の
文
字

数
が
一
行
に
布
置
で
き
る
活
字
の
数
に
制
約
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
調
整

に
は
整
版
本
以
上
に
困
難
が
伴
っ
た
は
ず
だ
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
た
と
え
言
語
単
位

が
行
を
跨
い
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
可
読
性
を
著
し
く
損
な
う
も
の
と
は
見
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
言
語
単
位
を
行
内

に
収
め
る
こ
と
は
、
割
り
付
け
上
、
最
優
先
さ
れ
る
要
件
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

　

だ
と
す
る
と
、
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』「
観
世
流
謡
本
」、
十
行
本
『
方

丈
記
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
の
五
書
は
、
日
本
の
書
記
史
上
、
注
目
す
べ
き
刊

本
群
だ
と
は
い
え
ま
い
か
。
特
に
、
こ
の
こ
と
は
平
仮
名
と
い
う
日
本
語
固
有
の
文

字
が
本
格
的
に
印
刷
に
登
用
さ
れ
る
時
期
に
際
会
し
た
古
活
字
版
草
創
期
の
人
々

が
、
仮
名
を
ど
う
版
面
に
表
現
す
る
か
模
索
し
た
跡
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

キ
リ
シ
タ
ン
版
の
後
期
国
字
本
が
同
様
の
版
式
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
と
の
差
異
と
関
係
性
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
た
い
。

三
　
各
行
割
り
付
け
の
基
本
的
方
法

　

右
に
あ
げ
た
五
書
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
文
節
が
行
を
跨
が
な
い
割
り
付
け
を

行
い
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
大
の
方
法
は
、
単
純
な
こ
と
だ
が
、
漢
字
と
平

仮
名
の
使
い
分
け
に
よ
る
字
数
調
整
で
あ
っ
た
。
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具
体
例
を
、
嵯
峨
本
「
観
世
流
謡
本
」
の
う
ち
上
製
本
と
、
観
世
黒
雪
節
付
本

〈
大
原
御
幸
〉
を
対
照
さ
せ
る
か
た
ち
で
見
て
ゆ
き
た
い
。
観
世
黒
雪
節
付
本
〈
大

原
御
幸
〉
は
国
立
能
楽
堂
の
所
蔵
で
、
嵯
峨
本
と
同
様
の
雲
母
刷
文
様
の
施
さ
れ
た

色
替
わ
り
料
紙
を
も
ち
、
そ
こ
に
素
庵
と
推
定
さ
れ
る
筆
跡
で
本
文
が
書
写
さ
れ
て

い
る（

（（
（

。
上
製
本
の
底
本
と
ま
で
は
い
え
な
か
ろ
う
が
、
嵯
峨
本
に
連
な
る
環
境
で
制

作
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
本
文
を
書
写
す
る
場
合
と
、
開
版

す
る
場
合
と
の
、
表
記
の
差
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
嵯
峨
本
「
観
世
流
謡

本
」
は
七
行
十
三
格
、
黒
雪
節
付
本
も
七
行
で
あ
る
。

　

以
下
に
冒
頭
の
半
葉
を
引
く
。
改
行
は
嵯
峨
本
に
従
い
、
黒
雪
本
の
改
行
箇
所
は

／
で
示
し
た
。

　
　
（
黒
雪
本
（
抑
是
は
後
白
河
院
に
つ
か
へ
た
て
／
ま
つ
る

　
　
（
嵯
峨
本
（
こ
れ
は
後
白
河
院
に
つ
か
へ
奉
る

　
　
（
黒
雪
本
（
臣
下
也
扨
も
此
度
先
帝
／
二
位
殿
を

　
　
（
嵯
峨
本
（
臣
下
也
扨
も
此
度
先
帝
二
位
殿
を

　
　
（
黒
雪
本
（
は
し
め
奉
り
平
家
の
／
一
門
九
州
長
門
の
国

　
　
（
嵯
峨
本
（
始
奉
り
平
家
の
一
門
九
州
長
門
国

　
　
（
黒
雪
本
（
は
や
と
も
の
／
浦
に
し
て
こ
と
〳
〵
く
は
て

　
　
（
嵯
峨
本
（
は
や
と
も
の
う
ら
に
し
て
悉
は
て

　
　
（
黒
雪
本
（
給
ひ
て
候
／
女
院
も
御
身
を
な
け
さ
せ

　
　
（
嵯
峨
本
（
給
ひ
て
候
女
院
も
御
身
を
投
さ
せ

　
　
（
黒
雪
本
（
給
ひ
／
候
を
と
り
上
給
り
か
ひ
な
き
御
」
命

　
　
（
嵯
峨
本
（
給
候
を
取
上
奉
り
か
ひ
な
き
御
命

　
　
（
黒
雪
本
（
た
す
か
り
お
は
し
ま
し
候
参
川
守

　
　
（
嵯
峨
本
（
た
す
か
り
お
は
し
ま
し
候
三
河
守

　

両
者
の
本
文
で
、
漢
字
・
仮
名
表
記
に
違
い
の
あ
る
箇
所
に
傍
線
を
施
し
た
。
同

一
の
本
文
で
あ
り
な
が
ら
（
黒
雪
本
の
冒
頭
に
「
抑
」
が
あ
る
の
は
、
異
同
と
い
え

る
が
（、
漢
字
・
仮
名
表
記
に
少
な
か
ら
ぬ
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
嵯
峨
本
で
は
文
節
が
行
を
跨
が
な
い
一
方
で
、
黒
雪
本
で
は
「
た
て
／
ま

つ
る
」（
一
～
二
行
目
（、「
御
」
命
」（
七
行
目
～
ウ
一
行
目
（
の
例
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
嵯
峨
本
で
は
十
三
格
の
な
か
で
、
行
末
の
最
後
の
文
字
が
文
節
の
切
れ
目

と
な
る
よ
う
、
漢
字
表
記
の
と
こ
ろ
を
仮
名
に
開
く
、
仮
名
表
記
の
と
こ
ろ
を
漢
字

に
閉
じ
る
と
い
う
両
方
の
操
作
を
行
い
、
字
数
調
整
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
の
例
を
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
約
六
十
箇
所

に
校
訂
が
な
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
嵯
峨
本
は
十
行
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
十

行
本
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
嵯
峨
本
が
同
様
の
方
法
で
字
数
調
整
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
よ
り
明
白
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
（
十
行
本
（
行
河
の
な
か
れ
は
絶
す
し
て
し
か
も

　
　
（
嵯
峨
本
（
行
川
の
な
か
れ
は
絶
す
し
て
し
か
も

　
　
（
十
行
本
（
も
と
の
／
水
に
あ
ら
す
よ
と
み
に
う
か
ふ

　
　
（
嵯
峨
本
（
本
の
水
に
あ
ら
す
よ
と
み
に
う
か
ふ

　
　
（
十
行
本
（
う
た
か
た
は
／
か
つ
消
か
つ
結
ひ
て
久
し
く

　
　
（
嵯
峨
本
（
う
た
か
た
は
か
つ
消
か
つ
結
ひ
て
久
敷

　
　
（
十
行
本
（
と
ま
る
事
な
し
／
世
中
に
あ
る
人
と
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（
嵯
峨
本
（
と
ま
る
事
な
し
世
の
中
に
あ
る
人
と

　
　
（
十
行
本
（
栖
と
又
か
く
の
こ
と
し
／
玉
し
き
の

　
　
（
嵯
峨
本
（
住
家
と
又
か
く
の
こ
と
し
玉
敷
の

　
　
（
十
行
本
（
都
の
う
ち
に
棟
を
な
ら
へ
甍
を
／

　
　
（
嵯
峨
本
（
都
の
う
ち
に
む
ね
を
な
ら
へ
い
ら
か
を

　
　
（
十
行
本
（
あ
ら
そ
へ
る
た
か
き
い
や
し
き
人
の
住
居
は
／

　
　
（
嵯
峨
本
（
あ
ら
そ
へ
る
高
き
賤
し
き
人
の
住
居
は

　
　
（
十
行
本
（
代
々
を
経
て
尽
せ
ぬ
も
の
な
れ
と
是
を

　
　
（
嵯
峨
本
（
代
々
を
へ
て
尽
せ
ぬ
物
な
れ
と
是
を

　
　
（
十
行
本
（
誠
か
と
／
た
つ
ぬ
れ
は
む
か
し
あ
り
し
家
も

　
　
（
嵯
峨
本
（
誠
か
と
た
つ
ぬ
れ
は
昔
あ
り
し
家
は

　

十
行
本
は
一
行
十
七
格
で
、
こ
れ
も
先
述
の
と
お
り
、
文
節
が
行
を
跨
が
な
い
配

慮
を
徹
底
し
て
い
る
。
嵯
峨
本
は
一
行
十
五
格
で
、
一
行
に
詰
め
ら
れ
る
活
字
の
齣

数
が
変
わ
る
の
で
、
文
節
が
行
を
跨
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
文
字
数
の
調

整
が
相
応
に
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
嵯
峨
本
は
傍
線
部
の
よ
う
に
漢
字
・
仮

名
表
記
を
変
更
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
嵯
峨
本
で
は
二
行
目
の
「
に
（
耳
（」、
四
行

目
の
「
事
」、
五
行
目
の
「
と
（
登
（」「
し
」、
八
行
目
の
「
是
」、
九
行
目
の
「
し
」

が
二
倍
格
と
な
っ
て
い
る
（「
是
」
は
一
・
五
倍
格
活
字
に
半
格
分
込
め
物
を
充
て

る
。
後
述
（。
か
か
る
倍
格
活
字
も
字
数
調
整
に
一
役
買
っ
て
は
い
る
の
だ
が
、
こ

れ
ら
は
自
然
な
筆
跡
を
表
現
す
る
た
め
の
意
匠
と
し
て
の
役
割
を
主
に
担
う
も
の
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
五
行
目
で
は
、「
と
（
登
（」「
し
」
で
二
倍
格
活
字
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
か
は
、「
住
家
」
を
「
す
み
か
」
に
、
あ
る
い
は
、「
玉

敷
」
を
「
玉
し
き
」
か
「
た
ま
敷
」
に
仮
名
表
記
す
れ
ば
、
全
格
活
字
を
用
い
て
も

よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
倍
格
活
字
に
は
意
匠
上
の
役
割
の
方
が
重
視
さ

れ
、
最
終
的
な
字
数
調
整
は
漢
字
・
仮
名
の
使
い
分
け
で
図
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

　

お
よ
そ
、
以
上
の
よ
う
な
手
法
を
基
本
に
、
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』「
観

世
流
謡
本
」、
十
行
本
『
方
丈
記
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
文
節
が
行
を
跨

が
な
い
割
り
付
け
が
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
す
べ
て
が
滞
り
な

く
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
他
に
と
ら
れ
た
手
法
を
以
下
、
見
て
ゆ
く
こ

と
と
し
よ
う
。

四
　「
圧
縮
型
活
字
」
の
使
用

　

平
仮
名
古
活
字
本
の
特
徴
は
、
連
綿
体
を
生
か
す
た
め
に
二
字
以
上
の
連
彫
活
字

が
多
用
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
平
仮
名
表
記
と
い
う
日
本
語
固
有
の
書
記
形
態
を
活
字

化
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
活
字
の
製
作
は
必
然
的
に
想
起
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る（

（1
（

。
鈴
木
広
光
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』（
慶
長
十
三
年

刊
初
刊
本
（
で
使
用
さ
れ
た
活
字
は
総
計
二
一
三
一
種
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
全
格
が

九
三
一
種
、
二
倍
格
が
一
〇
三
〇
種
、
三
倍
格
が
一
六
一
種
、
四
倍
格
が
八
種
、
規

格
外
が
一
種
と
の
こ
と
で
、
二
倍
格
が
全
格
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

倍
格
活
字
に
お
い
て
は
、
二
倍
格
活
字
に
二
字
、
三
倍
格
に
三
字
の
文
字
列
を
刻

す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
し
」「
に
（
耳
（」「
事
」
な
ど
、
縦
長
の
一
文
字
を
二
倍
格

以
上
で
刻
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、「
し
て
」「
と
し
」「
ま
し
」
な
ど
、
二
文

字
を
三
倍
格
で
刻
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
字
が
一
行
の
字
数
調
整
に
機

能
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
を
目
的
に
製
作
さ
れ
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た
と
い
う
よ
り
も
、
書
写
体
を
思
わ
せ
る
自
然
な
文
字
表
現
を
追
求
す
る
な
か
で
考

案
さ
れ
た
側
面
が
強
い
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
十
行
本
『
方
丈
記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』、
下
村
本

『
平
家
物
語
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
、
字
数
に
対
し
て
格
数
の
少
な
い
活
字
の
存
在

で
あ
る
。
例
と
し
て
、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
を
と
り
あ
げ
る
。
巻
一
、
四
十
九
丁

オ
の
五
～
六
行
目
に
は
三
種
の
「
も
と
ゝ
り
」
と
い
う
活
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る

（
図
４
（。
Ｂ
が
四
字
四
倍
格
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ａ
・
Ｃ
は
四
字
三
倍
格
で
あ

る
。
こ
れ
が
字
数
に
対
し
て
格
数
の
少
な
い
活
字
で
、
以
下
、
こ
れ
を
文
字
が
格
数

に
対
し
て
圧
縮
さ
れ
て
い
る
と
の
意
で
、「
圧
縮
型
活
字
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
う
ち
、

嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
を
め
ぐ
っ
て
は
、
鈴
木
氏
が
四
字
連
続
活
字
の
多
用
と
四
倍
格

五
字
連
続
活
字
の
使
用
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
は
「
連
綿
を
中
心
に
写
本
の
書
記
様
式

を
再
現
し
よ
う
と
し
た
方
法
」
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
森
上
修
氏
も
、
嵯

峨
本
『
徒
然
草
』
が
三
倍
格
活
字
（
一
〇
五
九
種
（・
四
倍
格
活
字
（
一
七
六
種
（

を
多
用
す
る
こ
と
か
ら
、
印
字
面
に
お
け
る
横
列
が
揃
わ
ず
、『
伊
勢
物
語
』
に
比

べ
て
は
る
か
に
整
版
に
近
い
印
面
を
形
成
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う

に
、
長
倍
格
の
連
綿
活
字
を
頻
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
活
字
的
で
は
な
い
文
字
表
現

を
志
向
す
る
点
に
、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
特
徴
は
こ
の
圧
縮
型
活
字
の
多
様
に
よ
っ
て
も
強
化
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。

　

十
行
本
『
方
丈
記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
圧

縮
型
活
字
の
使
用
状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
数
値
は
活
字
の
種
類
数
で
あ

る
。
な
お
、「
〳
〵
」
は
一
律
二
字
と
し
て
扱
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
徒
然
草
』

が
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
最
も
富
ん
で
お
り
、
五
倍
格
七
字
連
彫
（「
か
は
る
ま
こ
と

の
」
下
巻
十
六
丁
ウ
十
行
目
（
か
ら
全
格
二
字
連
彫
ま
で
、
八
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す

る
。
活
字
の
種
類
数
が
最
も
多
い
の
は
四
三
〇
種
の
二
倍
格
三
字
連
彫
で
、
こ
れ
に

一
七
八
種
の
三
倍
格
四

字
連
彫
が
つ
づ
く（

（2
（

。
十

行
本
『
方
丈
記
』
で
は

四
倍
格
六
字
連
彫

（「（
捨
（
か
た
き
よ
す

か
」
十
四
丁
ウ
五
行
目
、

ほ
か
（
か
ら
全
格
二
字

連
彫
ま
で
の
六
パ
タ
ー

ン
、
下
村
本
『
平
家
物

語
』
で
は
五
倍
格
六
字

連
彫
（「
申
さ
れ
け
れ

は
」
巻
一
、
六
十
三
丁

オ
四
行
目
、
ほ
か
（
か

ら
全
格
二
字
連
彫
ま
で

の
五
パ
タ
ー
ン
が
存
在

表 1　圧縮型活字の数

十行本
『方丈記』

嵯峨本
『徒然草』

下村本
『平家物語』

巻一・二

嵯峨本
『伊勢物語』

5 倍格 7 字連彫 　（

5 倍格 6 字連彫 　（ 　（

（ 倍格 6 字連彫  （ 　（

（ 倍格 5 字連彫  5  （7  （5

（ 倍格 5 字連彫  （ 　（

（ 倍格 （ 字連彫 5（ （7（ （5（  （

（ 倍格 （ 字連彫 （7 （（0 （56 65

全格 （ 字連彫  （  （0  （6

A

B

C

図
4
　
下
村
本
『
平
家
物
語
』
巻
一
・
49
オ

（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
特
一
二
五-

一
（
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す
る
。
二
倍
格
三
字
連
彫
、
三
倍
格
四
字
連
彫
の
順
で
種
類
数
が
多
い
の
は
『
徒
然

草
』
と
同
様
だ
。
た
だ
し
、『
平
家
物
語
』
で
四
倍
格
六
字
連
彫
、
三
倍
格
五
字
連

彫
と
い
っ
た
過
度
に
文
字
を
圧
縮
し
た
活
字
が
な
い
の
は
、
一
つ
の
特
徴
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
な
お
、『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
は
分
量
が
多
い
た
め
、『
徒
然
草
』
と
丁

数
が
ほ
ぼ
釣
り
合
う
巻
一
・
二
を
調
査
対
象
と
し
た
（『
徒
然
草
』
一
七
一
丁
。『
平

家
物
語
』
一
六
七
丁
、
た
だ
し
目
録
を
除
く
（。

　

字
間
を
詰
め
た
連
綿
活
字
の
活
用
は
、
連
彫
活
字
で
あ
っ
て
も
一
字
一
格
分
を
基

本
サ
イ
ズ
と
し
て
印
出
さ
れ
る
版
面
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
る
う
え
で
有
効
で
、
表

現
に
自
然
な
変
化
を
も
た
ら
す
機
能
を
果
た
し
た
は
ず
だ
。
だ
が
、
古
活
字
版
全
体

を
見
た
と
き
、
圧
縮
型
活
字
が
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
効
用
が
重

視
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
で
は
二
倍
格
三
字
連
彫
活

字
が
六
十
五
種
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
行
十
八
格
組
み
の
『
伊
勢
物
語
』
で
、

和
歌
を
二
字
下
げ
で
組
む
に
あ
た
り
、
上
句
を
一
行
に
収
め
る
た
め
の
調
整
用
に
使

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
鈴
木
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
つ
ま
り
、
嵯

峨
本
『
伊
勢
物
語
』
で
の
圧
縮
型
活
字
は
、
限
定
的
に
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
十
行
本
『
方
丈
記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』、
下
村
本

『
平
家
物
語
』
で
の
圧
縮
型
活
字
の
使
用
も
、
意
匠
上
の
効
果
を
主
眼
と
し
た
も
の

で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、『
方
丈
記
』
の
つ

ぎ
の
印
面
を
見
て
み
よ
う
（
図
５
（。
こ
こ
で
は
傍
線
を
施
し
た
八
種
の
圧
縮
型
活

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
自
然
な
筆
写
体
を
表
現
す
る
の
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
も

の
も
少
な
く
な
い
が
、
三
行
目
の
「
及
は
す
」、
六
行
目
の
「
さ
る
か
」、
七
行
目
の

「
お
ほ
ひ
」
な
ど
は
、
字
間
が
詰
ま
り
す
ぎ
て
前
後
左
右
と
の
調
和
を
乱
し
て
い
る

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
二
倍
格
三
字
連
彫
活
字
に
つ
い

て
、
鈴
木
氏
は
「
連
続
す
る
文
字
列
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
、
書
写
さ
れ
た

連
綿
仮
名
の
持
つ
伸
び
や
か
さ
は
ほ
と
ん
ど
表
現
さ
れ
て
い
な
い
」
と
評
し
て
い
る

が（
（2
（

、
こ
れ
ら
は
そ
の
評
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
十
行
本

『
方
丈
記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
圧
縮
型
活
字

は
、
仮
名
表
現
の
面
か
ら
は
成
功
と
失
敗
の
両
方
が
指
摘
で
き
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら

の
使
用
の
も
と
で
、
各
行
の
行
末
が
文
節
単
位
で
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
圧
縮
型
活
字
の
使
用
の
本
意
は
字
数
調
整
の
面
に
こ
そ
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

図 5　十行本『方丈記』15オ（京都大学附属図書館蔵）
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史
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二
九

五
　
十
行
本
『
方
丈
記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』、 

　
　
下
村
本
『
平
家
物
語
』
の
関
係

　

つ
づ
い
て
、
十
行
本
『
方
丈
記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』

に
お
け
る
圧
縮
型
活
字
の
使
用
の
詳
細
を
検
討
し
た
い
が
、
そ
の
前
に
本
節
で
は
、

こ
れ
ら
三
書
の
関
係
性
を
考
察
す
る
。

　

嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
活
字
の
お
お
ら
か
さ
と
は
異
な
る
が
、
三
書
で
用
い
ら

れ
て
い
る
活
字
は
個
性
的
な
書
風
を
醸
し
て
い
る
。
仮
名
で
あ
り
な
が
ら
筆
画
を
強

調
す
る
点
、
漢
字
を
側
筆
を
思
わ
せ
る
太
線
で
表
現
し
（
図
１
、
四
行
目
の
「
生
」

参
照
（、
連
綿
部
を
細
線
で
表
現
す
る
点
（
図
１
、
一
行
目
の
「
日
く
ら
し
」
参
照
（

は
、
肥
痩
を
強
調
す
る
角
倉
素
庵
の
書
風
で
あ
る
。
平
仮
名
「
あ
」
の
第
二
画
を
一

本
の
斜
線
で
表
現
す
る
（
図
１
、
三
行
目
参
照
（
の
も
素
庵
の
好
み
だ
。
こ
う
し
た

特
徴
が
こ
れ
ら
三
書
に
は
共
通
し
て
お
り
、
同
一
の
活
字
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
疑
い
な
い（

（1
（

（
無
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
で
新
規
の
活
字
も
投
入
さ
れ
て
い
る
が
（。

そ
の
す
べ
て
を
検
証
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
が
、
圧
縮
型
活
字
に
限
っ
て
い
え

ば
、
表
２
に
示
し
た
も
の
が
三
書
共
通
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
の
み
な
ら
ず
、
十
行
本
『
方
丈
記
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』

も
嵯
峨
の
印
刷
工
房
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
点
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
三
書
の
先
後
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
下
村
本

『
平
家
物
語
』
は
三
書
の
な
か
で
最
も
刊
行
が
遅
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
平
家
物

語
』
は
十
二
冊
か
ら
成
る
大
部
の
書
で
、
巻
一
で
は
精
妙
な
文
字
が
印
出
さ
れ
て
い

る
が
、
巻
十
二
に
い
た
る
と
活
字
の
摩
滅
が
進
行
し
、
そ
の
精
妙
さ
に
見
る
影
は
な

い
。
そ
の
よ
う
な
活
字
が
十
行
本
『
方
丈
記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
に
襲
用
さ
れ

る
と
は
考
え
が
た
い
。
た
だ
し
、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
の
印
刷
の
過
程
で
は
、
順

次
、
新
彫
活
字
も
投
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
字
の
み
選
り
分
け
、『
方
丈
記
』

『
徒
然
草
』
の
開
版
時
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
よ

う
な
煩
雑
な
作
業
が
な
さ
れ
た
か
は
疑
問
だ
。

　

実
は
、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
と
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
の
二
書
の
先
後
関
係
は
、

活
字
の
欠
損
状
態
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

６
・
７
（。『
徒
然
草
』
上
巻
八
丁
オ
八
行
目
に
現
れ
る
「
な
し
」
は
、
そ
の
後
、
十

表 2　 十行本『方丈記』、嵯峨本『徒然草』、下村本『平家物語』に
おける共通の圧縮型活字

活字 印字箇所（複数ある場合は各書の初出）

あかり 方丈記 （ ウ、徒然草上 6（ ウ、平家物語巻一 5（ オ

あらす 方丈記 （（ ウ、徒然草上 （（ ウ、平家物語巻一 （5 オ

いとなみ 方丈記 （ オ、徒然草上 （（ オ、平家物語巻一 55 オ

かなしａ 方丈記 （0 オ、徒然草上 （（ ウ、平家物語巻一 （6 オ

かなしｂ 方丈記 （（ ウ、徒然草上 （0 オ、平家物語巻一 （（ ウ

けれは 方丈記 （7 ウ、徒然草上 （ オ、平家物語巻一 5 オ

ことはり 方丈記 （（ ウ、徒然草下 （ ウ、平家物語巻一 （（ ウ

されは 方丈記 （（ オ、徒然草上 （0 オ、平家物語巻二 76 オ

しらす 方丈記 （ オ、徒然草上 6（ オ、平家物語巻一 （6 ウ

すへて 方丈記 （ オ、徒然草上 （7 ウ、平家物語巻二 （0 オ

ならすａ 方丈記 6 オ、徒然草下 （（ オ、平家物語巻一 （6 ウ

ならすｂ 方丈記 （7 ウ、徒然草上 7 ウ、平家物語巻一 （（ オ

ならひ 方丈記 7 ウ、徒然草上 （（ ウ、平家物語巻二 57 ウ

まつり 方丈記 （（ ウ、徒然草下 7（ オ、平家物語巻一 77 ウ

よりも 方丈記 （（ オ、徒然草上 65 オ、平家物語巻一 65 オ

をのつから 方丈記 5 ウ、徒然草上 77 ウ、平家物語巻一 （6 オ
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丁
ウ
で
襲
用
さ
れ
る
ま
で
欠
損
が
な
い
状
態
で
あ
る
。
だ
が
、
十
八
丁
ウ
十
行
目
に

現
れ
た
段
階
か
ら
、「
し
」
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
欠
損
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

以
下
、
二
十
七
丁
オ
、
三
十
九
丁
オ
、
四
十
三
丁
ウ
、
五
十
七
丁
オ
、
六
十
七
丁

ウ
、
七
十
三
丁
オ
、
七
十
七
丁
ウ
、
八
十
四
丁
オ
、
下
巻
三
十
三
丁
ウ
、
四
十
二
丁

ウ
、
四
十
七
丁
ウ
、
五
十
丁
ウ
、
五
十
六
丁
ウ
、
七
十
六
丁
ウ
で
同
様
の
状
態
で
襲

用
さ
れ
、『
平
家
物
語
』
巻
一
・
二
十
五
丁
ウ
四
行
目
で
も
同
様
に
使
用
が
認
め
ら

れ
る
。
欠
損
が
生
じ
た
の
は
『
徒
然
草
』
上
巻
の
途
中
で
あ
る
か
ら
、
印
行
と
し
て

は
『
徒
然
草
』
が
『
平
家
物
語
』
に
先
行
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
様

に
、『
徒
然
草
』
上
巻
五
十
九
丁
ウ
六
行
目
に
現
れ
る
「
け
る
」
は
、
六
十
八
丁
オ
、

六
十
九
丁
オ
、
七
十
一
丁
ウ
、
七
十
三
丁
オ
、
八
十
六
丁
オ
、
九
十
二
丁
ウ
で
欠
損

の
な
い
状
態
で
使
用
さ
れ
、
下
巻
三
十
二
丁
ウ
六
行
目
で
初
め
て
欠
損
し
た
状
態
で

現
れ
る
。
以
下
、
四
十
六
丁
オ
、
四
十
九
丁
オ
、
五
十
九
丁
オ
、
六
十
一
丁
オ
で
同

様
の
状
態
で
襲
用
さ
れ
、『
平
家
物
語
』
巻
一
・
七
丁
オ
十
行
目
で
も
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。『
徒
然
草
』
か
ら
『
平
家
物
語
』
へ
の
順
で
刊
行

さ
れ
た
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
十
行
本
『
方
丈
記
』
と
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
決

定
的
な
証
拠
が
な
い
た
め
、
先
後
関
係
の
判
定
は
難
し
い
。
だ
が
、『
方
丈
記
』
か

ら
『
徒
然
草
』
へ
と
い
う
蓋
然
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
方
丈
記
』
と

『
徒
然
草
』
で
使
用
さ
れ
る
同
一
文
字
列
の
圧
縮
型
活
字
を
見
て
ゆ
く
と
、『
方
丈

記
』
と
同
種
の
活
字
が
『
徒
然
草
』
で
用
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
後
半
に
い
た
る
と
新

種
の
活
字
に
置
き
か
え
ら
れ
る
事
例
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。
表
３
の
よ
う
に
、
例

え
ば
、『
方
丈
記
』
十
七
丁
ウ
六
行
目
の
「
け
れ
は
」（
ａ
種
（
は
、『
徒
然
草
』
上

巻
八
丁
オ
か
ら
七
十
九
丁
オ
ま
で
七
箇
所
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
途
中
、
二
十
九
丁

ウ
で
一
丁
に
つ
き
二
本
の
「
け
れ
は
」
の
活
字
が
必
要
と
な
り
、「
け
れ
は
」（
ｂ

種
（
が
投
入
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
は
下
巻
に
い
た
っ
て
も
用
い
ら
れ
、
下
巻
六
十
八
丁

オ
ま
で
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、「
け
れ
は
」（
ａ
種
（
は
「
け
れ

は
」（
ｂ
種
（
に
先
行
し
て
彫
造
さ
れ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
、「
け
れ
は
」（
ａ
種
（

の
使
用
が
認
め
ら
れ
、（
ｂ
種
（
が
存
在
し
な
い
『
方
丈
記
』
は
、『
徒
然
草
』
に
先

ん
じ
て
印
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、「
な
と
も
」
は

『
方
丈
記
』
で
用
い
ら
れ
た
活
字
（
ａ
種
（
が
『
徒
然
草
』
上
巻
で
襲
用
さ
れ
、
途

中
で
（
ｂ
種
（
が
出
現
し
、
そ
れ
が
下
巻
で
も
用
い
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
ま
た
、

『徒然草』上・8オ

『徒然草』上・18ウ

図 6　『平家物語』巻一・25ウ図 7　『平家物語』巻一・7オ
（いずれも国立公文書館内閣文庫蔵）

『徒然草』下・32ウ

『徒然草』上・59ウ
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「
も
と
め
」
も
『
方
丈
記
』
と
『
徒
然
草
』
上
巻
で
（
ａ
種
（
が
用
い
ら
れ
、
下
巻

七
十
二
丁
ウ
で
同
一
文
字
列
の
活
字
を
二
本
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
、
新
種
の
（
ｂ

種
（
が
投
入
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
方
丈
記
』
の

あ
と
に
『
徒
然
草
』
が
印
行
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
圧
縮
型
活
字
を
使
用
す
る
古
活
字
版
は
、
十
行
本
『
方
丈

記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
の
順
で
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る（

11
（

。
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
は
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
（
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
十
行
本
『
方
丈
記
』
と
下
村
本
『
平
家
物
語
』
は
そ
の
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
と

推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

六
　
三
書
に
お
け
る
「
圧
縮
型
活
字
」
の
使
用
傾
向

　

そ
れ
で
は
、
圧
縮
型
活
字
を
使
用
す
る
こ
の
三
書
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
活
字
の

使
用
状
況
は
ど
う
展
開
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
表
４
を
も
と
に
考
え
て
ゆ
き
た

い
。

　

ま
ず
は
十
行
本
『
方
丈
記
』
で
あ
る
。
圧
縮
型
活
字
で
印
出
さ
れ
た
文
字
列
の
総

数
は
一
九
二
例
（
ａ
（
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
一
回
し
か
印
出
さ
れ
な
い
文
字
列
は

一
二
〇
例
（
ｂ
（
に
及
び
、
二
回
以
上
印
出
さ
れ
た
文
字
列
（
同
一
活
字
に
よ
る
も

の
か
否
か
を
問
わ
な
い
（
は
七
二
例
（
ｃ
（
に
と
ど
ま
る
。
総
印
出
数
に
対
し
て
、

一
回
し
か
印
出
さ
れ
な
い
文
字
列
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
活
字

の
種
類
数
で
見
る
と
、
総
数
一
六
五
種
（
ｅ
（
に
対
し
て
、
一
回
し
か
使
用
さ
れ
な

い
活
字
は
一
四
五
種
（
ｆ
（、
二
回
以
上
使
用
さ
れ
た
活
字
は
僅
か
二
〇
種
（
ｇ
（

で
あ
る
。
あ
え
て
彫
造
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
度
し
か
使
用
さ
れ
な
い
活
字
が
一
定
数

表 3　十行本『方丈記』と嵯峨本『徒然草』における同文字列複数種の圧縮型活字の使用分布　無印ａ種　＊ｂ種

けれは 【方丈記】 （（6 ウ） （7 ウ 【徒然草上】 （ オ （5 ウ （7 ウ （（ ウ （（ ウ＊

　 �（（ オ （（ オ＊ （6 ウ （（ オ＊ 50 オ＊ 66 オ＊ 7（ オ＊ 7（ オ （0 ウ＊

【徒然草下】 （（ ウ＊ （0 ウ＊ 5（ ウ＊ 5（ ウ＊ 5（ オ＊ 6（ オ＊ （『方丈記』（6ウは（7ウとは別種）

なとも 【方丈記】 （ ウ 【徒然草上】 （（ ウ （（ オ＊ 【徒然草下】 7（ オ＊

もとめ 【方丈記】 （（ ウ 【徒然草上】 （（ ウ 【徒然草下】 7（ ウ 7（ ウ＊ 76 ウ＊

表 4　『方丈記』『徒然草』『平家物語』における圧縮型活字の印出数と活字種類数

印出文字列数 活字種類数

a．総印出
文字列数

b．（ 回のみ
印出

（b/a）

c．（ 回以上
印出

（c/a）

d．c のうち
同一活字に
よるもの
（d/c）

e．総活字
種類数

f．（ 回のみ
使用

（f/e）

g．（ 回以上
使用

（g/e）

h．g の平均
使用回数

d/g

方丈記 （（（
（（0

（6（.5％）
7（

（（7.5％）
（7

（65.（％）
（65

（（5
（（7.（％）

（0
（（（.（％）

（.（5 回

徒然草 （（（（
（6（

（（7.5％）
（5（

（7（.5％）
（（（

（（（.（％）
67（

（（（
（6（.（％）

（（（
（（6.（％）

（.6（ 回

平家物語
（巻一・二）

（6（
（（6

（（（.（％）
6（（

（7（.7％）
57（

（（（.（％）
（6（

（（（
（6（.6％）

（6（
（（6.（％）

（.（（ 回
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あ
る
の
は
、
古
活
字
版
の
宿
命
で
あ
る（

1（
（

。
だ
が
、『
方
丈
記
』
の
圧
縮
型
活
字
に
お

け
る
そ
の
比
率
、
八
七
・
九
％
（
ｆ
／
ｅ
（
は
相
当
高
い
と
い
え
な
い
か
。

　

十
行
本
『
方
丈
記
』
の
圧
縮
型
活
字
の
う
ち
、
一
回
し
か
使
用
さ
れ
な
い
も
の
の

比
率
が
高
い
の
は
、
行
末
の
字
数
調
整
が
圧
縮
型
活
字
に
強
く
依
存
し
て
い
た
こ
と

を
物
語
る
。
割
り
付
け
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
行
末
の
処
理
に
苦
し
む
都
度
、
圧
縮

型
活
字
を
配
す
る
こ
と
で
切
り
抜
け
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
活
字
を
効
率
的
に
使
用

す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
か
っ
た（

11
（

。
十
行
本
『
方
丈
記
』
の
こ
の
様
相

は
、
三
書
の
う
ち
、
初
期
の
試
行
の
姿
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

た
だ
し
、
十
行
本
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
圧
縮
型
活
字
使
用
の
非
効
率
さ
は
、
二

十
四
丁
と
い
う
『
方
丈
記
』
の
丁
数
の
少
な
さ
に
起
因
す
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
も
し
長
篇
の
作
品
で
あ
れ
ば
、
一
度
彫
造
さ
れ
た
活
字
は

重
ね
て
配
植
さ
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
は
ず
だ
と
考
え
る
の
は
、
自
然
な
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
三
書
に
お
け
る
圧
縮
型
活
字
の
平
均
使
用
回
数
を
一
瞥
す
る
。『
方
丈

記
』
で
は
同
一
活
字
に
よ
り
二
回
以
上
印
出
さ
れ
た
文
字
列
（
ｄ
）
は
、
総
計
四
七

例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
回
以
上
使
用
さ
れ
た
活
字
（
ｇ
）
は
二
〇
種
だ
か

ら
、
ｄ
を
ｇ
で
割
る
と
、
そ
の
平
均
使
用
回
数
は
二
・
三
五
回
（
ｈ
（
と
な
る
。
一

方
、
同
様
に
計
算
す
る
と
、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
で
は
三
・
六
八
回
、
下
村
本
『
平

家
物
語
』
巻
一
・
二
で
は
三
・
四
二
回
と
な
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
有
意
の
差
が
あ

る
。
だ
が
、『
方
丈
記
』
二
十
四
丁
、『
徒
然
草
』
一
七
一
丁
、『
平
家
物
語
』
一
六

七
丁
と
い
う
丁
数
の
差
を
考
え
る
と
、『
方
丈
記
』
の
活
字
襲
用
状
況
は
決
し
て
劣

る
も
の
と
は
思
え
な
い
。『
方
丈
記
』
で
は
、
繰
り
返
し
使
用
す
る
活
字
に
限
っ
て

い
え
ば
、
そ
れ
な
り
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

問
題
は
二
回
以
上
印
字
さ
れ
た
文
字
列
の
う
ち
、
二
回
以
上
使
用
さ
れ
た
活
字
に

よ
る
も
の
の
比
率
に
あ
る
よ
う
だ
。『
方
丈
記
』
は
七
二
例
（
ｃ
（
の
う
ち
四
七
例

（
ｄ
（
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
比
率
は
六
五
・
三
％
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
徒
然

草
』
で
は
九
五
八
例
（
ｃ
）
中
八
九
四
例
（
ｄ
）
で
、
そ
の
比
率
は
九
三
・
三
％
、

『
平
家
物
語
』
で
も
六
二
二
例
（
ｃ
）
中
五
七
四
例
（
ｄ
）
で
、
そ
の
比
率
は
九

二
・
三
％
に
の
ぼ
る
。
つ
ま
り
、『
徒
然
草
』『
平
家
物
語
』
で
は
一
度
彫
出
し
た
活

字
は
お
し
な
べ
て
襲
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、『
方
丈
記
』
で
は
活
字
を
襲

用
で
き
る
文
字
列
が
現
れ
て
も
、
そ
れ
を
使
わ
ず
、
新
た
な
活
字
を
彫
出
す
る
傾
向

が
強
か
っ
た
と
い
え
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
非
効
率
性
が
解
消
さ
れ
て
ゆ
く
の
が
『
徒
然
草
』『
平
家
物
語
』
で
あ

る
こ
と
は
、
表
４
の
デ
ー
タ
か
ら
も
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
二
回
以

上
印
出
さ
れ
た
文
字
列
（
ｃ
（
と
一
回
の
み
印
出
さ
れ
た
文
字
列
（
ｂ
（
の
数
が

『
方
丈
記
』
か
ら
逆
転
す
る
の
は
、
丁
数
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
に
よ
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
一
度
使
用
し
た
活
字
で
襲
用
可
能
な
文
字
列

が
出
て
く
れ
ば
概
ね
こ
れ
を
使
用
し
、
活
字
使
用
の
効
率
性
を
上
げ
た
の
は
、『
徒

然
草
』『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
進
歩
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、『
徒
然
草
』

『
平
家
物
語
』
で
圧
縮
型
活
字
の
使
用
の
効
率
性
が
全
体
的
に
高
ま
っ
た
と
見
る
の

は
早
計
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
一
回
し
か
用
い
ら
れ
な
い
活
字
（
ｆ
（
が

『
徒
然
草
』
で
四
二
八
種
、『
平
家
物
語
』
で
二
九
四
種
も
存
在
し
て
い
る
か
ら
だ
。

し
か
も
そ
の
大
半
は
、
一
回
し
か
現
れ
な
い
新
規
の
文
字
列
（
ｂ
（
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
注
意
す
れ
ば
、
両
書
で
も
『
方
丈
記
』
と
同
様
、
各
行
で
字
数
調
整

を
行
う
に
あ
た
り
、
圧
縮
型
活
字
の
役
割
が
依
然
大
き
く
、
必
要
に
な
る
都
度
、
新

規
の
文
字
列
の
活
字
が
彫
造
さ
れ
つ
づ
け
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。



嵯
峨
本
と
そ
の
前
史
の
一
相
貌

三
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七
　
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
方
法

　

こ
こ
ま
で
圧
縮
型
活
字
に
よ
る
字
数
調
整
の
実
状
を
見
て
き
た
が
、
嵯
峨
本
「
観

世
流
謡
本
」
や
『
方
丈
記
』
で
は
こ
の
種
の
活
字
は
殆
ど
用
い
ら
れ
な
い
。
例
え

ば
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
西
地
区
部
会
阪
神
地
区
協
議
会
書
誌
学
研
究
会
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
特
製
本
〈
浮
舟
〉
に
お
い
て
圧
縮
型
活
字
は
「
い
か
に
」「
は
か
な
」

の
二
種
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い（

11
（

。
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
で
も
「
と
か
や
」（
二
丁

ウ
（、「
廾
九
日
」（
四
丁
オ
（
の
二
種
の
み
で
あ
る
。

　

嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
の
特
徴
と
し
て
、
森
上
修
氏
は
分
数
格
活
字
の
使
用
を
あ
げ

て
い
る（

12
（

。
分
数
格
活
字
と
は
全
格
に
満
た
な
い
、
あ
る
い
は
、
整
数
倍
格
に
は
あ
た

ら
な
い
サ
イ
ズ
の
活
字
の
こ
と
で
、
全
格
と
整
数
倍
格
の
活
字
を
ベ
タ
で
組
み
、
版

を
形
成
す
る
古
活
字
版
で
は
、
あ
ま
り
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
分
数
格
活

字
が
、
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
で
は
（／（
格
か
ら
（／（
格
ま
で
七
種
存
在
す
る
と
い
う
。

第
一
丁
ウ
二
～
三
行
目
の
例
を
示
そ
う
。

　
　

住
人
も
是
に
同
し
所
も
か
は
ら
す
人
も

　
　

多
か
れ
と
古
み
し
人
は
二
三
十
人
か
中
に

　

こ
こ
で
は
、
二
行
目
に
6／（
格
（
一
・
五
倍
格
（
の
「
し
」（
傍
線
部
（
と
、
（／（

格
の
「
所
」「
か
」（
二
重
線
部
（
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
し
」
が
全
格
よ
り
（／（

格
分
長
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、「
所
」
と
「
か
」
で
（／（
格
ず
つ
切
り
詰
め
、
全
体

の
帳
尻
を
合
わ
せ
て
い
る
。
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
で
は
単
字
の
「
し
（
之
（」
は
二

倍
格
と
さ
れ
、
全
格
活
字
と
は
な
ら
な
い
（
全
格
と
な
る
「
し
」
は
「
し
（
志
（」

の
み
（。
こ
こ
で
二
倍
格
の
「
し
」
を
用
い
な
い
の
は
、
そ
れ
を
用
い
る
と
、
行
末

が
「
人
」
で
終
わ
り
、「
も
」
が
次
行
に
送
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、

「
し
」
を
二
倍
格
よ
り
や
や
短
い
6／（
格
に
造
り
、
そ
の
分
「
所
」「
か
」
を
（／（
格

と
す
る
こ
と
で
、「
人
も
」
と
い
う
単
位
を
行
内
に
収
め
た
の
で
あ
る
。
三
行
目
も

同
様
で
、「
中
に
」
ま
で
を
一
行
に
収
め
る
た
め
、
傍
線
部
「
は
」「
か
」
が
（／（
格

と
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
で
は
一
行
十
五
格
、
つ
ま
り
一

行
の
字
数
が
最
大
十
五
字
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
は
例
外
的
に
十
六
字
、
配
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
十
六
～
十
七
字
に
な
る
行
と
し
て
、
他
に
十
四

丁
オ
三
行
目
、
十
七
丁
ウ
六
行
目
、
十
九
オ
四
行
目
、
二
十
二
オ
二
行
目
、
二
十
八

オ
八
行
目
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
森
上
氏
は
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
で
字
間
込
め
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
6／（
格
の
「
是
」
な
ど
が
使
わ
れ
た
と
き
、
余
分
と

な
っ
た
（／（
格
分
の
空
隙
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
込

め
物
は
分
数
格
活
字
と
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
森
上
氏
は
『
方
丈

記
』
で
分
数
格
活
字
や
字
間
込
め
物
が
使
わ
れ
て
い
る
理
由
を
不
明
と
す
る
が
、
本

稿
で
の
考
察
に
し
た
が
え
ば
、
そ
の
使
用
が
文
節
を
行
内
に
収
め
る
と
こ
ろ
に
起
因

す
る
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。
森
上
氏
は
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
を
「
特
異
な
活
字
組
版

の
技
法
に
よ
っ
て
印
出
さ
れ
た
前
例
を
見
な
い
稀
有
な
平
仮
名
交
り
〈
古
活
字
版
〉」

と
評
価
す
る
。
勿
論
、
そ
れ
に
間
違
い
は
な
い
の
だ
が
、
文
節
が
行
を
跨
が
ず
に
配

植
す
る
方
針
を
も
つ
同
書
に
と
っ
て
、
分
数
格
活
字
や
込
め
物
の
使
用
は
、
そ
の
模

索
の
な
か
で
自
ず
と
想
起
さ
れ
た
方
法
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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以
上
、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』『
方
丈
記
』「
観
世
流
謡
本
」
と
十
行
本
『
方
丈
記
』、

下
村
本
『
平
家
物
語
』
の
五
書
が
、
文
節
が
行
を
跨
が
な
い
配
慮
を
も
つ
こ
と
と
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
と
っ
た
方
法
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ
の
方
法
の
基
本

は
、
表
記
を
仮
名
に
開
き
、
漢
字
に
閉
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
行
の
文
字
数
を
自
在

に
調
整
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
と
い
う
日
本
語

表
記
の
特
性
を
最
大
限
利
用
し
た
方
法
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら

諸
書
の
本
文
に
お
い
て
漢
字
・
仮
名
が
「
そ
の
よ
う
に
」
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
行
に
詰
め
ら
れ
る
活
字
の
数
に
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
も
銘

記
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
割
り
付
け
上
の
配
慮
が
川
瀬
氏
の
い
う
嵯
峨
本
の
み
な
ら
ず
、
十
行
本

『
方
丈
記
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
嵯
峨
本

『
徒
然
草
』
を
含
む
三
書
で
は
活
字
を
共
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
圧
縮
型
活
字
を
使

用
し
、
字
数
を
調
整
す
る
と
い
う
手
法
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
伸
縮

自
在
な
仮
名
文
字
の
特
性
を
生
か
し
た
独
特
の
創
案
と
評
せ
よ
う
。
な
お
、
時
系
列

的
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
三
書
は
嵯
峨
本
の
前
史
を
形
成
す
る
の
で
、
こ
う
し
た
手

法
は
前
史
の
段
階
の
み
で
と
ら
れ
、
慶
長
十
年
以
降
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
嵯
峨
本

「
観
世
流
謡
本
」『
方
丈
記
』
へ
は
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
文
節
が
行
を
跨

が
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
そ
の
も
の
は
、
他
の
嵯
峨
本
へ
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
偏
に
処
理
の
煩
雑
さ
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
一
群
の
書
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
割
り
付
け
方
法
を
堅
持

す
る
の
か
。
文
節
が
行
を
跨
ぐ
こ
と
は
写
本
に
お
い
て
普
通
に
あ
っ
た
こ
と
だ
か

ら
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
書
を
読
み
慣
れ
た
人
々
に
向
け
て
、
こ
れ
は
そ
れ
ほ
ど

拘
泥
す
る
べ
き
要
件
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
こ
れ
ら
の
諸
書
の
規
範
と
な
っ
た
の
は
キ
リ
シ
タ
ン
版
後
期
国

字
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
版
後
期
国
字
本
に
お
い
て
、
語
が
行
を

跨
が
な
い
操
作
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
鈴
木
広
光
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
一
六
〇
〇
年
版
『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』
が
「
語
の
途
中

で
改
行
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
」
と
し
、
そ
れ
以
外
に
改
行
が
許
さ
れ
る

の
は
、
①
活
用
語
尾
と
助
動
詞
の
間
、
②
複
合
動
詞
・
形
容
動
詞
の
形
態
素
間
、
③

接
頭
辞
「
御
」
と
名
詞
の
間
、
④
漢
語
の
形
態
素
間
、
⑤
本
語
の
二
字
目
と
三
字
目

の
間
、
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
組
版
を
可
能
と

し
た
の
が
、
字
間
調
整
に
用
い
ら
れ
た
込
め
物
の
存
在
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
版

後
期
国
字
本
で
は
活
字
間
に
適
宜
込
め
物
を
挿
入
し
て
、
単
語
と
単
語
の
間
を
分
か

ち
、
可
読
性
を
向
上
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
込
め
物
を
自
在
に
用
い
る
こ
と

で
、
語
が
行
を
跨
が
な
い
配
植
も
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る（

12
（

。

　

そ
れ
だ
け
で
な
い
。
豊
島
正
之
氏
は
一
五
九
九
年
版
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
を
通

じ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
後
期
国
字
本
が
自
立
語
の
先
頭
に
踊
り
字
を
用
い
な
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
が（

12
（

、
こ
ち
ら
も
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
な
ど
で
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
配
慮
は
他
の
古
活
字
版
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
嵯
峨
本

『
徒
然
草
』
等
の
顕
著
な
特
色
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
た
だ
し
、
鈴
木
氏
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
に
そ
れ
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
か

ら（
12
（

、
嵯
峨
の
工
房
で
は
必
ず
し
も
自
明
な
配
慮
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』『
方
丈
記
』「
観
世
流
謡
本
」、
十
行
本
『
方
丈
記
』、
下
村



嵯
峨
本
と
そ
の
前
史
の
一
相
貌

三
五

本
『
平
家
物
語
』
の
表
記
に
対
す
る
意
識
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
後
期
国
字
本
と
無
縁

な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

古
活
字
版
の
組
版
技
法
は
朝
鮮
活
字
版
を
も
と
に
す
る
と
い
う
の
が
従
来
の
定
説

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
内
田
貞
郎
氏
・
森
上
修
氏
は
活
字
の
形
状
の
分
析

な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
と
朝
鮮
の
技
法
の
違
い
を
指
摘
し
、
古
活
字
版
の
技
法
は
キ

リ
シ
タ
ン
版
に
倣
っ
た
と
す
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る（

12
（

。
そ
こ
に
聊
か
疑
問
の
残
る

こ
と
は
か
つ
て
拙
稿
で
述
べ
た
と
こ
ろ
だ
が（

11
（

、
今
回
と
り
あ
げ
た
五
種
の
古
活
字
本

が
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
表
記
の
あ
り
方
に
密
接
に
か
か
わ
る
点
は
、
こ
の
問
題
を
考
え

る
と
き
、
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

両
者
は
確
か
に
「「
行
」
意
識
」
を
も
っ
た
厳
密
な
割
り
付
け
を
行
う
点
で
共
通

す
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
に
全
く
接
点
が
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
版
後
期
国
字
本
で
は
字
間
に
込
め
物
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
一
行
の
字
数
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
嵯
峨
本
『
徒
然

草
』『
方
丈
記
』「
観
世
流
謡
本
」、
十
行
本
『
方
丈
記
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
で

は
、
漢
字
・
仮
名
の
表
記
を
操
作
す
る
こ
と
が
最
大
の
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

十
行
本
『
方
丈
記
』、
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』、
下
村
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
こ
れ
に

加
え
て
圧
縮
型
活
字
も
導
入
さ
れ
た
。
確
か
に
、
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
に
は
込
め
物

が
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
使
用
は
数
え
る
ほ
ど
で
、
こ
れ
と
て
も
現
場
の
独
創
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

恐
ら
く
、
当
該
の
五
書
の
開
版
に
当
っ
た
人
物
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
後
期
国
字
本

を
目
に
し
、
そ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
刊
本
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
規
範
に
仰
い
だ
の
だ

ろ
う（

11
（

。
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
印
刷
さ
れ
た
本
を
通
じ
て
及
ぼ
さ
れ
た
影
響

だ
。
五
書
の
刊
行
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
組
版
技
法
ま
で
は
知

ら
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
語
の
文
字
表
記
の
特
性
に
由
来
す
る
独
自
の
方
法
で
、
こ

れ
に
対
応
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
五
書
と
キ
リ
シ
タ
ン
版
と
の
関
係
は
、
こ
の
よ

う
に
考
え
れ
ば
、
無
理
な
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注

（
（
（�

川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
上
、
第
二
編
第
七
章
第
二
節
「「
嵯
峨
本
」

の
刊
行
」（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
、
一
九
六
七
年
。
初
版
、
安
田
文
庫
、
一
九
三
七
年
（。

（
（
（�

林
進
氏
の
「
角
倉
素
庵
の
書
と
嵯
峨
本
」（『
水
茎
』
第
二
十
九
号
、
二
〇
〇
一
年
（

を
は
じ
め
と
す
る
諸
論
考
に
よ
る
。
詳
細
は
小
秋
元
段
「
角
倉
素
庵
と
『
方
丈
記
』」

（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
七
十
七
号
、
二
〇
一
八
年
（
の
注（
１
（参
照
。

（
（
（�

小
秋
元
段
注（
２
（前
掲
論
文
参
照
。

（
（
（�

江
島
伊
兵
衛
氏
・
表
章
氏
『
図
説
光
悦
謡
本�

解
説
』
第
一
章
三
「
刊
者
と
刊
年
」

（
有
秀
堂
、
一
九
七
〇
年
（。

（
5
（�

小
秋
元
段
『
増
補
太
平
記
と
古
活
字
版
の
時
代
』
第
二
部
第
四
章
「
嵯
峨
本
『
史
記
』

の
書
誌
的
考
察
」（
新
典
社
、
二
〇
一
八
年
。
初
出
、『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四

十
九
号
、
二
〇
〇
四
年
（。

（
6
（�

川
瀬
一
馬
氏
注
（
１
（
前
掲
書
。

（
7
（�

川
瀬
一
馬
氏
『
書
誌
学
入
門
』
三
（
八
（（
３
（「
古
活
字
版
と
整
版
の
弁
別
」（
雄

松
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。
初
出
、『
高
校
通
信
東
書
国
語
』
第
二
八
六
号
、
一
九
八

八
年
（
参
照
。

（
（
（�

高
木
浩
明
氏
「
嵯
峨
本
の
世
界
」（
森
洋
久
氏
編
『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
（
参
照
。

（
（
（�

今
野
真
二
氏
『
仮
名
表
記
論
攷
』
第
二
章
第
一
節
二
「
書
記
に
お
け
る
「
行
」
意
識
」

（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。
初
出
、『
國
學
院
雑
誌
』
一
九
九
五
年
十
二
月
号
（、

『
日
本
語
の
考
古
学
』
四
「「
行
」
は
い
つ
頃
で
き
た
の
か
―
写
本
の
「
行
末
」
を
観

察
す
る
―
」（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
四
年
（。

（
（0
（�

鈴
木
広
光
氏
『
日
本
語
活
字
印
刷
史
』
第
２
章
「
古
活
字
版
の
仮
名
書
体
」（
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
（。



三
六

文
学
部
紀
要
　
第
八
十
二
号

（
（（
（�

林
進
氏
「
角
倉
素
庵
の
書
跡
と
嵯
峨
本
―
素
庵
書
『
詩
歌
巻
』
と
嵯
峨
本
『
新
古

今
和
歌
集
抄
月
詠
歌
巻
』
の
成
立
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
文
化
の
諸
相
』
風
媒
社
、

二
〇
〇
六
年
（。

（
（（
（�
鈴
木
広
光
氏
注（
（0
（前
掲
論
文
で
は
、
初
期
の
活
版
印
刷
で
は
写
本
の
初
期
様
式
が

活
字
で
再
現
さ
れ
る
こ
と
を
世
界
史
的
視
野
の
も
と
、
指
摘
し
て
い
る
。

（
（（
（�

鈴
木
広
光
氏
注（
（0
（前
掲
書
第
１
章
「
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
活
字
と
組
版
」（
初

出
、『
近
世
文
藝
』
第
八
十
四
号
、
二
〇
〇
六
年
（。

（
（（
（�

鈴
木
広
光
氏
注（
（0
（前
掲
論
文
。

（
（5
（�

森
上
修
氏
「〈
調
査
メ
モ
〉
天
理
図
書
館
蔵
『
徒
然
草
』（
第
一
種
本
（
三
格
活
字

（
一
〇
五
九
駒
（
の
印
出
字
調
査
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
一
四
〇
号
、
二
〇
一
三
年
（。

（
（6
（�

森
上
修
氏
注（
（5
（前
掲
論
文
で
は
三
倍
格
四
字
連
彫
活
字
を
一
一
六
種
と
す
る
が
、

本
稿
で
は
こ
れ
に
「
〳
〵
」
を
含
む
も
の
（
四
十
四
種
（
と
、
森
上
氏
が
数
値
に
含
め

な
か
っ
た
、
漢
字
と
「
ゝ
」
を
含
む
も
の
（
三
十
三
種
（
を
加
え
、
全
体
的
に
再
検
討

を
行
い
一
八
五
種
と
し
た
。

（
（7
（�

鈴
木
広
光
氏
注（
（（
（前
掲
論
文
。

（
（（
（�

鈴
木
広
光
氏
注（
（0
（前
掲
論
文
。

（
（（
（�

川
瀬
一
馬
氏
は
『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』（
阪
本
龍
門
文
庫
、
一
九
八
二
年
（
二
六

三
頁
に
お
い
て
、
十
行
本
『
方
丈
記
』
の
活
字
が
嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
の
も
の
を
襲
用

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
小
秋
元
段
注（
（
（前
掲
論
文
は
、
こ
の
説
に
対
し
て
懐

疑
的
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
訂
す
る
。

（
（0
（�

嵯
峨
本
『
徒
然
草
』
に
は
雲
母
刷
文
様
料
紙
の
第
一
種
本
の
ほ
か
、
四
種
の
素
紙
本

が
あ
る
（
高
木
浩
明
氏
注（
８
（前
掲
論
文
参
照
（。
こ
れ
ら
が
十
行
本
『
方
丈
記
』
☞

嵯
峨
本
（
第
一
種
本
（『
徒
然
草
』
☞
下
村
本
『
平
家
物
語
』
の
刊
行
順
の
な
か
、
ど

の
段
階
で
印
刷
さ
れ
た
の
か
は
未
勘
で
あ
る
。

（
（（
（�

鈴
木
広
光
氏
注（
（（
（前
掲
論
文
は
、
嵯
峨
本
慶
長
十
三
年
刊
初
刊
本
『
伊
勢
物
語
』

（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
蔵
（
に
お
い
て
、
総
活
字
数
二
一
三
一
種
の
な
か
で
、
一
度

し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
活
字
が
三
四
四
種
（
約
一
六
％
（
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。

（
（（
（�

鈴
木
広
光
氏
注（
（（
（前
掲
論
文
は
、
こ
う
し
た
背
景
に
、
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
そ

の
場
で
す
ぐ
に
追
加
製
作
で
き
る
木
活
字
の
特
長
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

（
（（
（�

私
立
大
学
図
書
館
協
会
西
地
区
部
会
阪
神
地
区
協
議
会
書
誌
学
研
究
会
『
関
西
大
学

図
書
館
所
蔵　

謡
曲
百
番
『
浮
舟
』（
特
製
本
（
の
印
出
字
調
査
』（
二
〇
〇
〇
年
（。

（
（（
（�

森
上
修
氏
「
嵯
峨
本
『
方
丈
記
』
の
こ
と
（
上
（（
下
（」（『
日
本
古
書
通
信
』
二
〇

一
七
年
六
月
号
・
七
月
号
（。

（
（5
（�

鈴
木
広
光
氏（
（0
（前
掲
論
文
。

（
（6
（�

豊
島
正
之
氏
「
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る　

解
説
」（
尾
原
悟
氏
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
教

文
館
、
二
〇
〇
一
年
（。

（
（7
（�

鈴
木
広
光
氏（
（0
（前
掲
論
文
。

（
（（
（�

大
内
田
貞
郎
氏
・
高
部
萃
子
氏
「
朝
鮮
古
活
字
版
に
想
う
こ
と
―
特
に
活
字
の
形

状
と
植
字
版
を
中
心
に
―
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
八
十
九
号
、
一
九
八
七
年
（、
大
内

田
貞
郎
氏
・
辻
本
雅
英
氏
「
本
館
所
蔵
『
君
臣
図
像
』
の
版
種
に
つ
い
て
」（『
ビ
ブ
リ

ア
』
第
九
十
三
号
、
一
九
八
九
年
（、
森
上
修
氏
「
慶
長
勅
版
『
長
恨
歌
琵
琶
行
』
に

つ
い
て
（
下
（
―
わ
が
古
活
字
版
と
組
立
式
組
版
技
法
の
伝
来
―
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』

第
九
十
七
号
、
一
九
九
一
年
（
等
。

（
（（
（�

小
秋
元
段
注（
５
（前
掲
書
第
二
部
第
七
章
「
古
活
字
版
の
淵
源
を
め
ぐ
る
諸
問
題

―
所
謂
キ
リ
シ
タ
ン
版
起
源
説
を
中
心
に
―
」（
初
出
、『
国
際
日
本
学
』
第
八
号
、

二
〇
一
〇
年
（。

（
（0
（�

佐
々
木
孝
浩
氏
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
国
字
本
の
造
本
に
つ
い
て
―
平
仮
名
古
活
字
本

と
の
比
較
を
通
し
て
―
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
一
輯
、
二
〇
一
七
年
（
が
、

キ
リ
シ
タ
ン
版
国
字
本
と
平
仮
名
古
活
字
版
の
造
本
上
の
共
通
性
を
指
摘
し
、
平
仮
名

古
活
字
版
が
キ
リ
シ
タ
ン
版
国
字
本
に
「
ヒ
ン
ト
を
得
て
目
的
に
適
し
た
改
良
を
加
え

た
」
と
指
摘
す
る
の
は
、
こ
の
現
象
と
揆
を
一
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。

︹
附
記
︺ 　
図
版
掲
載
に
あ
た
り
ご
高
配
賜
っ
た
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵
、
国
立
公
文
書

館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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One�Side�of�Sagabon�and�Its�History

KOAKIMOTO�Dan

Abstract

� At�the�beginning�of�the�early�modern�period,�Suminokura�Soan�(（57（-（6（（)�published�a�number�
of�works,�including�the�beautiful�collection�known�as�Sagabon.�Of�these,�Sagabon Hôjôki, Tsurezure-
gusa, Kanze-ryû Utaibon, Jyûgyôbon Hôjôki,�and�Shimomurabon Heike monogatari�had�a�common�lay-
out�design�that�did�not�divide�phrases�via� line�breaks,�a�method�influenced�by�the�layout�of�Jesuit�
printing�layouts.


